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　エアロゾルは直接・間接効果により地球の放射収支に影響を与える(IPCC 2013)。これらの効果はエアロゾ

ルの化学組成や混合状態に強く依存する。特に硫酸塩、硝酸塩、有機物がブラックカーボン（BC）とどのよう

な混合状態（内部混合、外部混合）にあるかがエアロゾルの直接・間接効果を推定する上で重要なパラ

メーターとなる(Bond and Bergstrom 2006, Adachi et al. 2010)。しかし、実大気中でBCと混合している化

学組成をリアルタイムで定量した研究例はほとんどなかった。この研究の目的は、アジア下流域でのBC混合状

態別の化学組成を明らかにすることである。 

　本研究では、韓国において2016年3月1日から4月7日の期間に実大気観測を行った。観測ではレーザー誘起

白熱光-質量分析計(LII-MS, Miyakawa et al. 2014)が用いられた。LII-MSはレーザー誘起白熱光分析計（LII）と

質量分析計（MS）をタンデムに組み合わせた分析手法である。LII部では1024nmのレーザー共振器を用いる

ことにより、BCを内部に含む粒子が効率的に揮発され、白熱光信号が検出される。その後サンプル空気は

MS部に連続的に導入され、エアロゾルの化学組成が定量される。LIIレーザーのONとOFFを切り替えること

で、BCを内部に含む粒子（内部混合）と含まない粒子（外部混合）の化学組成を分けて定量することができ

る。 

　観測期間においてPM1粒子の主要な成分は硝酸塩、硫酸塩、有機物であった。質量濃度の平均では硝酸塩が

卓越しており、内部混合の割合では硫酸塩が他の物質に比べて高かった。また、硝酸塩と硫酸塩の外部・内部

混合の比較においては実験誤差以上の系統的な差異は見られなかった。発表では化学組成の時間変動とその考

察について詳細を述べる。 
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